
 

 

 

 

 

 

【心の平和について】 

 

ここ一年ほど、『平和』について自分の中で考える『とき』を重ねています。 

ぴっぴの子どもたちと過ごす時、小学校で『表現コミュニケーション授業』を行う時、家で家族と

過ごす時、浅麓地域の人たちにお話を聴きにいく時、森で子どもや保護者の皆さんとワークショッ

プを行う時、舞台を創作し公演をする時・・・。 

 

「平和ってなんだろう？」それぞれの正義がある中で、世界で戦争が続いていて、心も身体も傷つ

いている人々に対して、何もできない私が、平和に向かって何かできることがあるのだろうか。 

 

このちっぽけな私にできることって何だろう？私はどう生きていきたいの？ 

そんな問いでもあります。 

 

子どもの頃から、自分の根っことして「世界が、大切な人が、平和でありますように」という想い

は漠然とだけれど、ずっとあったように思います。家族というコミュニティの中でケンカもしなが

ら、愛されて育ってきたからなのかもしれません。 

 

今、大人になって、血がつながっていてもいなくても『大切な家族』が、私の周りにはいて、この

土地で出逢ってきた人たちと新たにつながり始めて、大切な人たちがまた増えて。 

 

私の『表現』を通して、出逢ってきた人たちと過ごす中で、みんなの身体と心が満たされればいい

なという想いが自然と湧いてきました。 

私自身が心地よく満たされる、という感覚を、森にたくさんもらってきたからだと思います。 

安心と緩む感覚と。 

 

学校の子どもたち・先生と関わるようになり、みんなすごくがんばっている、でも孤軍奮闘しなが

ら苦しそうだなと感じることが多いです。 

 

『満たされる』には、心と身体が緩むこと、心を動かすこと、人と関わる上で弱音を共有できるこ

と、疲れた日は「疲れたね〜」とねぎらえること、そして『自分のままで大丈夫と思える時間』が

大切。 

 

そして子どもが緩むためには、目の前にいる大人が緩むことがなにより大切だと感じています。 
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今、先生たちや地域の人たちと、日々起きて感じていることを、ポジティブもネガティブな気持ち

も、ともに共有する時間を創り始めています。 

 

ぴっぴの森では子どもたちが日々、笑って、怒って、泣いて、怖がって、感情を精一杯出し、心を

動かしながら、生きています。 

私は出逢った子どもたちから、怒りたい時は怒って、泣きたい時は泣いて、笑いたい時は思いきり

笑う、ということを身体と心を通して、たくさん教えてもらいました。 

子どもたちのように生きたいと思い、そのことを実行するようになり、今では、そのときに感じた

ことを、そのまま私も出すということが自然とできるようになってきました。 

それは私自身を満たしてくれる大切なこと、でした。 

 

家族にも、「いま、生理前だからイライラしてるのでよろしく」と先に伝えています。夫も子ども

も、「あ〜生理前ね」とだいぶ慣れてきてくれたようです（笑）。 

毎日、仕事が忙しくて、うぎゃー！となりながらも、自分の満たされる時間をとりながら、時間も

心もバランスをとって生きていきたいなと思います。 

 

私の今の一番しっくりくる言葉は、『満たされる＝心の平和』。 

 

私の中にある心の平和を出逢った人や自然とわかちあう。 

シェアして、それぞれの心の平和が緩やかにつながっていく。そんな風に小さなつながりが少しず

つ広がっていく、満たされていく「この小さなつながり」が、近くの人、そして遠くの人を想える

ようになるという願いをこめて。 

 

いつかぴっぴの保護者の方たちとも、森でそんな時間を創れたらいいな。 

 

                                       ：小林聖子 

 

 

 

 

 

※敬称略 

 

【まつぼっくりのおさんぽ】  

絵本「あきのおさんぽいいものいくつ？」を導入に…スタッフ  「今日はまつぼっくりさんだ

けで、特別に、おさんぽ行っちゃう！？」子どもたち「行く！！」ひか梨「お腹が空いたらどうす

るの？」スタッフ「いいもの持って行っちゃおうか！？」子どもたち「うん！」みんなでカゴを持

って（冬陽は虫かごと虫取り網）いざ出発。早速、赤いポストの付近に蛍光オレンジ色の毛虫に出

会い、みんなで見とれました。ヒンナヒンナ駐車場では幾つも連なるキノコ、赤マンマ（ミズヒキ）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


